




文序

年々増加す る開発 に対応 し、市域での発掘調査 も急激に増加 いた してお りま

す。 ただ、 これまでは小規模 な調査が大半 を占めてきま したが、本年度 あた り

か ら比較的大 きな調査が増加す る傾向にあ り、市の文化財保護行政 にも一つの

変革点が訪れているのか もしれません。

しか し、 このような状況下で も、調査が増加 し拡大す ることによって幸か不

幸か、多 くの歴史資料が 日の目をみ、市域の歴史 はその豊鋭 な姿を私たち現代

人の前 にあ らわそ うとしてぃます。

私たちは、 自分たちの郷土 にすば らしい歴史があることを誇 りに思 い、親 し

み、そこか ら多 くの ことを学んでゆきます。 このとき、歴史 にふれ るたびに、

貴重な先人の資産を代償 に していることを忘れずにいたい ものです。

当市 も来年度で市制施行20周 年を迎え、 また新たなる歴史を刻んでゆ くこと

とな ります。 この間、本市の文化財保護行政を暖か く見守 って くださった皆様

方 に、重ねて篤 くお礼 申 し上 げるとともに、迎えようとす る時代への決意を新

た なものに したいと思 います。

平成 2年 3月

泉南市教育委員会

教育長  山 田 評  也
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諸氏か らも有益 な助言・ 協力を得 た。記 して感謝の意を表す る次第である。

4.本書 の執筆 は第 1章 ～第 9章 を岡田が、第 10章 を仮屋が担 当 し編集 は仮屋

がお こなった。

5.出土遺物の写真撮影 については、岡田があた った。

6.本調査 にあた っては、写真・ ス ライ ド等 を作成 した。広 く利用 され ること

を望む ものである。

例



例凡

1.各調査区には個別 の番号 をつけている。番号の基本構成 は「遺跡名称 (記

号 )一年度一通 し番号」である。遺跡の略称 は、男里遺跡-OЦ 幡代遺跡 一

H【 岡中遺跡 ―OK、 北野遺跡 ―KT、 岡田遺跡 -OKD、 海会寺跡 ―KAI、 兎田

遺跡 ―US、 仏性寺跡 ―BSで ある。 調査年度 をあ らわす場合、元号年度 は西

暦年度 に読み替え、上位 2桁 を省略 して表現 した。 なお、本報告書 において

調査報告 は遺跡別 に章 ごとにまとめているため、遺跡名称 を省略 している。

2.図 中の方位 は基本的に磁北 をあ らわ している。ただ し、挿図第 1～ 6・ 11～

13・ 15・ 16図 、および図版 PL。 1・ 3で は真北を表示 している。

3.本文および図版 中に示 した レベル高は、すべて T.P.+値 (η )で ある。

なお絶対高の移動 はそれぞれ次の水準点か ら行 った。男里・ 幡代遺跡 は大阪

府一級水準点 466号、兎 田遺跡 は同 464号、北野・ 岡田遺跡・ 仏性寺跡 は建

設省国土地理院水準点 262号 、岡中遺跡 は同 263号 である。

4.遺構名称 はアルファベ ッ トと数列の組合せで表 している。 アルファベ ッ ト

は SD爺 、SK―土坑 、ST一墓、SX―性格不明遺構、pit― 柱穴をそれぞれ表

す。

5,遺物実測図 には理解 をたすけるため各種 の トーンを利用 している。

断面 は、須恵器 ―黒塗 り、土師器・ 陶器・ 磁器 ―白抜 き、瓦器・ 瓦質土器 ―

トー ンのよ うに塗 り分けた。また、灯明皿 などススが付着 している部分及び

黒色土器 は トー ンで示 した。 これ らについては図版中で極力凡例を示すよ う

努力 した。

6。 遺物実測図版 と写真図版では、遺物番号 は統一 してい る。

7.第 5表 とPL.1の番号 は一致 させた。

8.遺物の出土量な どをあ らわすのに用いた コンテナは内容積約 27.5宅 のもの

である。
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泉南市追跡群発掘調査報告書Ⅶ

第 1章 調査の経過

市域の西部、男里川下流の平地 に、縄文晩期か ら近現代まで連綿 と営まれつ

づ ける人間の生活活動の場がある。現代、我々が男里遺跡 と呼ぶ場所である。

ここは泉南市域 の歴史を語 る上で、非常 に大 きな ウエイ トを占める遺跡である。

さて、 ここ男里遺跡では本年度、個人住宅建設等 に伴 う発掘調査を16件 おこ

な った。 これ らの調査では、古代か ら中近世 にいたるまで、遺構・ 遺物・ 包含

層を確認 し、 これまでの成果 に加え、 さらに詳細な情報を収集す ることができ

た。

男里川を上流 に遡 ると幡代集落 にいたる。 ここには平安後期か ら中近世 にい

たる複合遺跡、幡代遺跡が所在す る。当遺跡では今回、 2件 の発掘調査 をおこ

な った。 ここでは旧地形の復原が除 々に行われつつあるため、その一助 となる

データが得 られた。

さ らに川を遡 ると、川が山間部に入 る手前で大 き く蛇行す る。 このため広い

氾濫原が形成 されているが、この一帯 にひろがる遺跡が岡中遺跡である。 ごく

最近発見 された遺跡で調査数 も少 ないが、平安後期 に緒を発す る寺院跡や14・ 5

世紀の土坑墓群などが確認 されている。市域の中世を語 るには忘れてはな らな

い遺跡である。当遺跡では本年度 は 4件の発掘調査を行 い、遺跡の範囲を知 る

上で重要 な包含層の広が りが確認 された。

ついで樫井川流域 に眼を移 そ う。

北野遺跡では従来、段丘面への開発進出の時期が問題 とされてきた。中世 に

は確実 に開発 されているが、それがいつまで遡 るかが焦点 となっていた。本年

度 は 1件 の発掘調査が行われ、古代の遺物包含層 を確認でき、 この問題点 にあ

る意味での方向性を もたせ ることとな った。

岡田遺跡 は分布調査で発見 された遺跡である。中世を中心 とし、近世 に至 る

まで多 くの遺物が採集 されていたが、表面採集の遺物のみでは、その実態 に迫
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るには資料が少なすぎた。本年度の 2件 の調査が初めての発掘調査 とな り、 こ

こか ら中世遺物包含層が確認 され るなど、今後の調査結果 に期待が もたれ るこ

ととな った。

市域唯―の白鳳寺院・ 海会寺跡では 1件の発掘調査を行 った。 これまで寺域

外での調査 は少 な く、その詳細 は把握で きていなか った。 しか し、今年度の調

査では遺構を確認す ることができ、貴重な資料を得 ることができた。

近年発見 された遺跡 として、兎田遺跡 もあげることができよ う。当遺跡 も発

見か ら日が浅 く、その内容・ 性格 は「中世遺物包含層が認め られ る」 こと以外

ほとん ど知 られていない。本年度 は唯-1件 の発掘調査が行われたが、今回は

樫井川左岸 の層構成をかいまみるにとどま った。

平安後期創建 とされる仏性寺跡では、今回 1件の調査が行われた。この調査

では、遺跡を横断す る形で トレンチを設定す ることがで きた。寺院関係遺構の

検出はで きなか ったが、広範囲に広が る包含層の状態を確認で き、今後の内容

解明の一助 となることと思われ る。

以上の各遺跡 における調査区、位置、申請者、規模 、用途、調査年月 は第 2

表に示 したとお りである。

第 1表 発掘および試掘届出一覧表

平成2年 2月 28日 現在

年 月
発 掘 試 掘 計

件  数 面  積 (析) 件  数 面  積 (だ ) 件  数 (π )面 積

死 .  4 1 285 4,092.515 6 4,377.515

6 1,603.95 5,000.874 11 6,604.824

3 803.49 8,622.73 8_ 9,426.22

9 1,898.292 4 23,948.625 25,346.917

8 6 4,351.327 27,925.233 13 32,276.56

6 741,029 4 4,700.55 5,441.57

10 6 1,540.87 2,822.24 8 4.363.11

9 3,196.2779 2 2,161.94 5,358.2179

5 1,715.82 2 1,439.56 3,155。 38

1 3,529725 3 2,086.27 5,615.995

2 7 5,173.35 3 20,722.874 25,896.224

計 70 24,8391219 42 103,523.411 128,362.5329
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第 2章 男里遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL.3)

男里遺跡ではこれまで半世紀以上 にわた って断続的に数多 くの調査が行われ

てきた。 これ らにより、縄文時代晩期か ら近現代にいたるまで、連綿 と営まれ

る人々の活動を追求す ることが可能 とな っている。

縄文時代では、遺跡の北東縁付近 に滋賀里 Ⅲ～Ⅳ型式の時期 にあたる溝が確

認 されている。現在の ところ縄文時代遺構が確認 されているのは当地付近のみ

である。

弥生時代では遺跡の中央 に位置す る双子池南方 に集落が展開 していることが

判明 している。また、これに接 して木棺墓か ら構成 され る墓域 も確認 されてい

る。 これ らはみな良好 に保存 されてお り、今後 も集落の範囲確認などが期待で

きる。

やや時代が降 った古墳時代で も、集落の展開す る部分 はさほど変わ らない。

しかし、その範囲は確実 に広が りをみせ、現在の男里集落部分で も包含層が確

認 され るに至 っている。

古代の遺構分布は、現在 までに確認 されているところでは双子池周辺 に限 ら

れている。 しか し、古墳時代包含層の確認範囲が拡大 していることか ら、今後

も拡大 してい くことであろう。

近年の調査では中世の遺構確認が際だ っている。特 に現在の男里集落部分で、

寺院関係遺構が多 く確認 されている。また、近世では消滅 して しま った男里川

の旧堤体が確認 されている。

このよ うに縄文時代か ら近世 に至 るまで男里遺跡では数多 くの情報が集積 さ

れている。毎年繰 り返すよ うだが、いよいよこの豊かな情報の集積か ら、歴史

を再構成 してい く段階に来ているのではなかろ うか。念を押 してか ら、今年度

の調査成果を報告 していきたい。
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第 2節  89-1区 の調査

1.位置 (PL。 3、 第 1図 )

第 1区 は遺跡の東北縁 にあたる、現在の馬場集落の北西端 に位置 している。

地形分類上 は、沖積低地 にあたる地点である。

伴=」 ξ

″ンペ
0                       40m

∩    ＼    ″́ン
_.41少 ＼ 

″
尽濠ヽ＼           

‐
さヽX

2.層位 と遺物 の出土状況 (PL.4)

表土層を取 り除けば近世遺物包含層の黄灰色土が露出す る。 この下層 には一

部に淡黄灰色上が介在 し、中世包含層の暗黄灰色上が存在す る。今回遺構が検

出されたのは礫混 じり淡黄灰色粘上の上面である。地表か らの深 さでは、男里

遺跡の遺構面 としてはかな り浅い部類 に入 ろうか。

遺物 は、黄灰色土か ら近世、暗黄灰色土か ら中世遺物が出上 した。

3.遺構 (PL.4・ 10)

当調査区で検 出された遺構 は ピッ ト・ 土坑 などであるが、比較的密集 してい

身
＼ヽ
＼ヽモｒ

第 1図  男里遺跡 89-1区 地形図
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る様子が うかがえた。

ピッ トはおおむね直径 20～ 30 clmを 測 るものである。調査区内ではその配置に

規則性をみいだす ことはで きなか った。柱穴は、 ピッ ト1・ 2・ 5・ 6で確認

できた。なお、ピッ トと・ 5の柱穴か らは瓦器・ 椀片が出上 している。埋土 は

ピッ ト1・ 5が黄色混 じり黒褐色土、 2・ 4・ 6が黒褐色上、 3が淡灰色土 と、

大 き く 3種類 に分 け られ る。

土坑 は全容を知 り得 るものがな く、その性格 はま った く不明である。ただ し

SK04に ついては底部 こそ火を受 けていない ものの、スサ入 り粘土塊を含む多

量の焼上で埋 まってお り、その性格の一部をかいまみることがで きよう。埋土

は SK02・ 03が暗黄灰上、 SK04は橙色粘土混 じり焼土層である。

以上の各遺構か らはわずかだが遺物が出上 している。その大半が中世の範疇

で とらえ られ るが、唯一 SK02の み近世 の陶器片が出上 している。

4.遺物 (PL。 8・ 25)

遺物 は瓦器 、土師器、陶器、磁器、瓦片、粘土塊 などが出上 している。 しか

し、遺構・ 包含層共 に良好な状態で出上 した遺物 はな く、ほとんどが図化不能

な ものばか りである。

図化できたのは ピッ ト5よ り出土 した瓦器 (1)、 SK02よ り出上 した陶磁器

(2・ 3)の みである。瓦器 は日縁端部内面 に 1条 の沈線がめ ぐる。調整につ

いては、摩滅が激 しく不明。

第 3節  89-2区 の調査

1.位置 (PL.3、 第 2図 )

遺跡 の中央東よ りにあたる地点で、付近か らは古代の建物 となる可能性のあ

る堀形痕や、中世の溝などが検 出されてお り、遺跡内で も遺構密度の高い部分

である。今回の調査で も、予想 に違わず中世遺構が確認 された。
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第 2図  男里遺跡 89-2区地形図

2.層位 と遺物の出土状況 (PL。 4)

耕土・ 床上の下層 には、旧耕土・ 旧床上が見 られ る。比較的薄いこれ らの層

を取 り除 くと、暗黒褐色上が続いて露 出す る。 この上面 は上層遺構面 として と

らえ られ る。この下層はす ぐに黄褐色粘上 の地山 となる。遺物 はほとん ど出上

せず、良好な遺物包含層 として捉え ることのできる層 は存在 しない。遺構面 は

前述の通 り、 2面確認 されている。

3.遺構 (PL.4・ 11)

遺構 は比較的高い密度で検 出されている。上層遺構面か らは ピッ ト・ 溝が、

下層面か らは ピット・ 土坑・ 溝などが確認 された。

上層遺構面の溝 (SD02)は 、幅最大 2.6盟 、深 さ 0。 3盟 を測 るが、 平面形は

さだかでないため、不定形土坑 となる可能性 もあろ う。埋土 は暗灰褐色土。 ピ

ッ ト1は柱穴を伴 うもので、直径 30師 、深 さ40 cmを はか る。埋土 は堀形黒褐色
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上、柱穴 は暗黒褐色上である。なお、定かではないが、 このほかの ピッ トも上

層遺構面か らはりこまれている可能性がある。

下層では土坑・ 溝などが検 出された。

上坑 (SK01～ 03)の平面形 は長円～円形で、規模 も直径 50翻 ～ 1″ 以上 とふ

ぞろいな ものである。深 さはみな非常 に浅 く、数師程 しかない。埋土はすべて

礫混 じり黄褐色上である。性格 についてはま った く不明。

溝 (SD01剪ま幅 1.6盟 、深 さ10糊 をはか り、その底部はほぼ磁北方向に向か

って緩やかに傾斜 している。埋土 は、礫混 じり暗黄灰色上である。

第 4節  89-3区 の調査 (PL.3・ 4011)

調査区は遺跡の中央東 よ り、地形分類上 は沖積段丘面の縁辺 に位置す る。 こ

こよ り南方では遺跡内で も弥生時代包含層が良好 に残 っている。今回の調査で

は遺構 。遺物・ 遺物包含層は確認できなか ったが、沖積段丘面が西へ向か って

傾斜 してい く斜面が確認 された。ある程度削平 されている可能性 は充分考え ら

れ るが、旧地形の復原をお こな ううえで貴重なデータとなろう。

第 5節  89-4区 の調査

1.位置 (PL。 3)

遺跡の南端付近 に位置 し、す ぐ南側か らは幡代遺跡が広が り始める地点であ

る。現在 の国道 26号線・ 幡代交差点か ら北へ50協 の ところである。地形分類上

は沖積段丘面 にあたる。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.4・ 12)

盛上を除けば、耕土・ 床上がそのまま残 されてお り、 この下層か ら中世遺物

包含層である暗灰色上が確認 された。 このあと下方 に炭片が混 じる暗黄灰色上、

地山である淡黄褐色粘土 と続いてい く。地山は層厚 100勤以上を測 る。なお、

遺構 は確認できなか った。
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遺物は、暗灰色土か ら中世土師器片が出土 しているが、みな細片で図化でき

なか った。

第 6節  89-5区 の調査 (PL。 304・ 12)

5区 は遺跡の北縁 に位置 し、現在 の府道堺阪南線 に面 している。調査対象面

積が狭 く、小規模 な トレンチを設定 したにとどま った。厚 さ 1.3協 におよぶ多

量 の盛上を取 り除 くと耕土層が確認できた。その下層 には灰色混 じり褐色上、

そ して円礫混 じりの灰黄色土が広が り、遺物包含層はその存在 を確認で きなか

った。遺物 、遺構 はまった く確認で きなか った。

第 7節  89-6区 の調査

1.位置 (PL.3)

遺跡の北端付近 に位置 し、唯一縄文時代遺構を検出 した地点か ら約 100η 南

側 にあたる。地形分類上 は、沖積低地上 に立地 している。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.4・ 13)

盛土 を除 くと上 よ り、耕土・ 床上、旧耕土 。旧床上 、黄褐色砂質上、黄灰色

粘質砂 、黄灰色粘土、淡灰色褐色上、暗青灰色粘土 と続 いてい く。 この うち黄

灰色粘土上面は比較的安定 してお り、中世遺構の存在が想定 されたが、何等検

出す ることはできなか った。 これよ り下方 は湧水のため確認できなか ったが、

わずかに砂礫層の存在を知 ることができた。青灰色系粘土・ 砂礫層の存在など

か ら、十日「男里川」の河道上である可能性があるだろう。

なお、遺物 は淡灰褐色粘土層か ら古代須恵器片、黄褐色砂質土などか ら中世

土師器、瓦器 、瓦質土器、陶器、瓦片などが出上 してお りそれぞれを古代・ 中

世の遺物包含層 として とらえ られ る。

遺物 は皆細片ばか りで図化 に耐えるものはなか った。
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第 3節  89-7区 の調査

1.位置 (PL。 3、 第 3図 )

遺跡の中央やや北よ りに位置 し、現在の男里集落のほぼ中央付近 にあたる。

地形分類上 は、男里川によって形成 された自然堤防上に立地 している。

A IB『 ネ

「　　工　　　一「‐
「

 38-16
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 89-7

‖キ キ!― |た 。上 面即23豚

88-16区 地 形 図
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第 3図  男里遺跡 89-7・ 8・ 9・

2.層位 と遺物の出土状況 (PL。 4)

盛上を除き、上か ら黄灰色粘上、暗灰色上、

である暗灰色褐色混 じり暗黄色粘上 にいたる。

大の円礫層、砂礫層 と続 いてい く。

暗茶灰色土、暗灰褐色上 、地山

この下層 は灰色砂を含む こぶ し

遺物 は暗灰褐色土か ら、中世土師器がわずかに出上 したのみである。

3.遺構 (PL。 4・ 13)

遺構 はほぼ正方形の堀形状遺構が検出された。柱穴は確認できず、遺物 はま
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った く伴わなか った。規模 は一辺が45師 、深 さ 8師 、埋土 は暗灰色混 じり責橙

色土である。

4.遺物 (PL。 8)

遺物 は包含層か らわずかに中世土師器が出土 したのみである。本書 に掲載 し

た 1点 を除き、そのほとんどが図化不能な細片であ った。土師器・ 皿 (4)は 細片

であるうえ、摩滅が著 しい。胎土 は精良で白色を呈す。

第 9節  89-8区 の調査

1.位置 (PL,3、 第 3図 )

遺跡の中央やや北 よ りに位置 してお り、89-7区 に隣接す る地点での調査で

ある。地形分類上 は、男里川右岸 に発達 した自然堤防上 に立地 している。

2.層位 と遺物 の出土状況 (PL.4)

盛上の下層 には、基本的に黄褐色混 じり灰色土、黄色粘土混 じり灰褐色砂質

上、灰褐色含礫土 、そ して地山である淡黄色砂質土 と続いてい く。

遺構 は地山上面で検出された。遺物の分布密度 は低 く、さほど出上 していな

い。地山直上層か らは、紀伊系甕の口縁 と思われる土師器細片が出上 している。

3. 遺構 (PL。 4・ 14)

ピッ ト、土坑、溝が確認 されている。

ピットは 3カ 所検出された。 ピッ ト1は柱穴を持つ。また、 ピット3で は数

個の自然石が見 られた。 これは ピッ トの底 に しかれているのではな く、肩付近

に挿入 されているよ うな状況だ った。 ピットは直線的に並んでいるが、建物 あ

るいは柵列などに伴 うものかは確認で きなか った。規模 は ピッ ト1が直径20∽ 、

深 さ10旬 、 ピッ ト2は径 30 cm、 深 さ 5卿 、 ピッ ト3が径 30翻 、深 さ10師 をそれ

ぞれ測 る。

土坑 (SK01)は トレンチのほぼ中央で検 出された。その性格 については不明
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である。直径 70師 、深 さ 5師 を測 る。

溝 (S D01)イま、ほぼ直線的に東西には しる。

斜 してお り、東流 していた ものと思われ る。 ト

め、その全形は知 り得なか った。幅 20 cll以 上、

底部 は東へ向か って緩やかに傾

レンチの拡張が不可能だ ったた

深 さ10師 以上を測 る。

4. 遺物 (PL.8)

遺物 は包含層・ 遺構共 に比較的まとま って出上 したが、保存状態が悪 く摩滅

が著 しい。図化 に耐えることがで きたのは、ご くわずかだ った。遺構か らは、

ピット1・ 瓦器 、 ピット2・ 白土器、 ピッ ト3・ 土師器・ 瓦器、 SK01・ 土師

器・ 瓦器がそれぞれ出上 している。

5・ 6は 瓦器・ 椀である。どち らも摩滅が激 しく、調整などはほとんど観察不

可能 に近 い。 5は ご くわずかに暗文の痕跡をみて とることがで きた。

7・ 8は ともに上師質の蛸 壼である。胎土 には砂粒を多 く含 み、軟質で淡橙灰

色を呈 している。なお、当調査区では、細片なが らも蛸壷 は比較的多 く認め ら

れた。みな全長30例 ほどの砲弾形の もの と考え られ る。

第10節  89-9区 の調査

1.位置 (PL.3、 第 3図 )

調査区は遺跡の中央やや北西 よ りに位置 している。従来周辺の自然堤防上で

は、中世以降の遺構包含層が高い頻度で検 出され ることが多か った。だが最近

の調査 によると、さほど距離を隔てない自然堤防上で も、古墳時代遺物がま と

ま って出土す ることが知 られ るよ うにな っている。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.4・ 14)

層位 は上か ら順 に、耕作土、淡黄灰色上、暗灰色礫層、淡灰色砂質上が見 ら

れ る。 この下層か らは遺物包含層で、淡褐色混 じり灰色上、暗褐色含礫土 と続

き、暗灰褐色礫層の地山となる。遺物 は地山直上層である暗褐色含礫土か ら多

く出上 している。細片ばか りのため詳細 は不明だが、奈良時代まで降るであろ
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う須恵器・ 土師器が中心 となる。

3.遺物

遺物 は古代遺物包含層である暗褐色含礫土か ら出土 した ものに限 られ る。奈

良時代の須恵器・ 土師器が中心 となるが、みな細片ばか りで図化に耐え るもの

は無か った。なお、わずかに数点ではあるが、弥生土器の可能性がある軟質土

器片、古墳時代の土師器片、 9世紀代に降 る土師器片、製塩土器様の軟質土器

片が含まれている。

第 11節  89-10区 の調査

1.位置 (PL.3、 第 4図 )

遺跡の西部中央付近、現在の雄信小学校の北側 に隣接す る地点での調査であ

る。地形分類上 は、沖積低地上 に立地 している。過去の同校地の調査では、弥

生・ 古墳時代遺物が出土す ることでよ く知 られている。

→鞘く

□▲
0                             40m

第 4図 男里遺跡 89-10・ 88-17区地形図



2.層位 と遺物の出上状況 (PL.5)

盛土を除けば、上か ら耕土・ 床上、旧耕土・ 旧床上、遺物包含層である褐色

混 じり淡灰色砂質上、遺構面を構成す るマ ンガ ン斑混 じり黄灰色粘土 と続いて

い く。

これによ り下層か らは遺物の出土は認め られず砂礫層が堆積 している。

遺物の出土絶対量 は少 ないが、淡灰色砂質土か らは中世、遺構面構成層か ら

は古代の遺物がそれぞれ出土 した。遺構か らの遺物出土 は認め られなか った。

3.遺構 (PL.5・ 15)

ピッ トが 1カ 所、土坑 は 2カ 所、溝 3条 とともに、溝に平行 して帯状 に伸 び

る畦状の高ま りが検出された。

ピッ トは トレンチの東端で検 出された。全形がわか らないため、土坑 あるい

は溝 になる可能性 もあるか もしれない。規模 は径 20側以上、深 さ 6印 を測 る。

上坑 は トレンチ中央付近で検出された。 SK01は SK02に よって切 られ ると

言 う関係 にある。規模 は SK01が長軸方向に70卸 以上、 深 さ10師 以上、 SK02

が長軸 40例以上、深 さ10卸 以上 をそれぞれ測 るものである。

溝 は 3条検 出された。すべてほぼ南北 に平行 に走 り、底部はご くわずかに北

に向か って傾斜 している。規模 は幅が、 SD01は 40師 、 SD02・ SD03共 に10例

をはか る。深 さは皆非常 に浅 く、数師程度である。

これ らの溝に平行す るよ うに、畦状の高ま りが 2条確認 された。その性格 は

不明だが、現状での高 さは非常 に低 く、遺構面の起伏の可能性 も否定できない。

また、調査区外 にもこれ らと対応す る畦が存在 し、幅広で浅い溝を形成 してい

るものかも知れない。この点 については、調査区が狭 いため確認で きなか った。

検出された「畦状遺構」の規模 は、 2条 とも幅40師 、高 さ 5卸 をはかる。

遺構埋土 については SK02が淡灰色粗砂、それ以外の ものはすべて褐色混 じ

り淡灰色砂質上である。

これ らの遺構 に伴 う遺物 はま った く出土 しなか った。
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4.遺物

遺物 は褐色混 じり淡灰色砂質土か ら十数点出上 した。 しか し辛 うじて土師器

と認定できる程度で、器形がわか るものは無か った。

遺構面を形成す るマ ンガン斑混 じり黄灰色粘土か ら、須恵器・ 杯細片および

土師器片が出上 している。 これ らは奈良時代の所産 となるものとして差 し支え

無 いだろう。 しか し、 これ も図化 は不可能だ った。

第12節  88-16区 の調査

1.位置 (PL。 3、 第 3図 )

遺跡の中央やや北 よ りに位置 してお り、89-6・ 7区 に隣接す る地点での調査

である。地形分類上 は、男里川右岸 に発達 した自然堤防上 に立地 している。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.5)

盛土 をのぞいた基本層序 は 5層 か らなる。上か ら、黄灰色系土層が 3層見 ら

れ、その下層に淡黄灰色粘質 シル ト、砂礫層 と続 く。大 き く分 けるな ら、 3層

ととらえ られ る。

遺構 については、断面での確認 とな ったが、黄灰色系土層上面 と、砂礫
'層

上

面の上下 2面存在す る。ただ し、下層の ものは自然地形の可能性がある。

遺物 は上層遺構埋土か ら若干出土す るのみだ った。

3.遺構 (PL.17)

上層の ものは長大な土坑か溝 と考え られ る。残念なが ら平面形は確認できな

か った。埋土 は礫混 じりの灰褐色系土及 び、黒褐色土か らなる。規模 は幅 2.2

物、深 さ約60師 を測 る。

下層で確認 された ものは、同様 に溝 もしくは土坑、または自然地形 と考え ら

れ る。 自然の谷 、あるいは流路 と捉えるほ うがよいか も知れない。規模 は幅 2

η、深 さ80例 を測 る。
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4。 遺物

遺物 は、わずかに上層遺構か ら出土 した土師器の細片が少量見 られるにすぎ

ない。余 りに状態がわる く、器形の判別 さえ も不可能 だ った。

第13節  88-17区 の調査

1.位置 (PL。 3、 第 4図 )

現在の雄信小学校 の校門付近 にあたる。地形分類上 は沖積低地 とされ る部分

である。過去 に行われた この小学校地の調査では、多量の弥生土器が出上 して

お り、男里弥生集落の南西限にあたるものと考え られている。89-10区 とは指

呼の間にあ り、直線距離で約20盟 程 しか離れていない。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.5・ 16)

基本的な層序 は盛土を除 くと、上か ら、耕土・ 床上、黄灰色系土層、褐色混

じり灰色系土層、そ して地山にあたる褐色混 じり黄色粘上の大 き く4類に分 け

ることができる。遺物 は黄灰色系土層には、弥生土器、土師器 、須恵器、瓦器

が混在 し、また、褐色混 じり灰色系土層か らは、弥生土器、須恵器、土師器が

出上す る。その他の層か らはほとん ど出土 はみ とめ られなか った。なお、遺構

はま った く確認できなか った。

3. 遺物 (PL.8・ 25)

須恵器 は杯蓋 (9)、 杯底部片 (10～ 12)、 童 肩部 (13)な どが出上 した。みな

細片で摩滅が激 しく保存状態は悪い。 9・ 五が胎土が緻密で軟質だが、 そのほ

かの ものは硬質で胎土 も若干粗い。

14は 上師質の把手である。内面 には、接合時に斜 め下方か ら押 さえつけた指

頭痕が深 さ 2師程の穴 とな って残 っている。胎土はやや粗 く、砂粒を多 く含ん

でいる。

15は かまどの基底部片である。上師質で粗 い胎土 には、砂粒 を多 く含む。比

較的荒い造 りで、粘土接合痕が明瞭に残 っている。
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16は須恵器・ 椀である。いわゆる東播磨系の ものだろう。口縁端部はやや肥

厚 し、その上端 に平坦 な面を持つ。外面 には重ね焼 きの痕跡が認め られ る。胎

土 はやや粗いが砂粒 は含 まれない。焼成 は良好で硬質の製品。

17は 黒色土器 B類・ 椀底部である。欠損 しているが、高台の痕跡が明瞭に残

っている。内外面 ともに摩滅のため調整 はま った くわか らない。精良 な胎上の

製品。

18は 瓦器・ 椀底部である。摩滅が著 しく内外面 ともに、瓦器特有の黒灰色部

分 はみ られない。ただ、粘土紐を張 り付 けて高台 とした ことが辛 うじてわかる。

19は 土師器・ 皿である。胎上は精良で硬質の製品。口径 7.5印 を測 る。

第 14節  88-18区 の調査 (PL.3・ 5017)

遺跡の中央東 よ り付近の、「 カス ミ堤」 と呼ばれ る男里川の二重堤防跡地で

の調査である。同年度 に周辺で行 った数回の調査では、堤体 あるいはその基底

部が確認 されたが、当地では完全 に削平を受 けたのか、その痕跡 はま った く確

認で きなか った。
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第 3章 幡代遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (第 5図 )

幡代遺跡 における発掘調査の絶対数はあま り多 くない。昭和59年 に大阪府教

育委員会が行 った発掘調査が最 も成果のあが った調査である。

遺跡の西側を南北 に走 る市道部分でお こなわれたこの調査で は、平安時代後

期か ら室町時代の遺物包含層 とともに、同時期の所産 と考え られ る柱列が検 出

されている。 このほか弥生時代に属す ると思われる製塩土器が出上 しているこ

とか ら、弥生時代には既 にこの地 に生活を営む人々が存在 していた可能性 も考

え られ る。

また、地元の研究者・ 向井俊生氏 らによ り、集落の北端付近で同時期 の軒瓦

や丸・ 平瓦片が採集 されている。 これ らよ り平安時代後期 に建立 された寺院 と、

その周辺 に展開す る集落の存在が推定 されるに至 っている。

上記のように、 これまでは遺跡の西縁付近での遺構検 出にとどま っていたと

言え る。 しか し、市教育委員会が87年度 におこな った調査において、遺跡の西

半中央付近、集落を南北 に三分す る道路沿 いにおいて遺構を確認す ることがで

きた。小 トレンチのため遺構全形 は確認で きなか ったが、溝状 の落込みが確認

された。 この遺構 の時期 は決定 し難 いが、近世遺物包含層 の下層にあたり、あ く

まで推測の域をでないが、中世 にまで遡 り得 るものか も知れない。 この層には

東播磨系須恵器 。こね鉢、瓦質土器 。す り鉢等 も包含 されてお り、遺構 には伴

わない ものの室町時代 にもある程度遺物量 の ピークが認め られ るよ うである。

このよ うに、これまでの調査結果を総合す ると、幡代遺跡 においては平安時

代後期・ 室町時代そ して近世 とい う、大区分で 3時期の盛期が認め られ る。ま

た、今後の資料の増加 によ っては、弥生時代 にも同様の盛期が求め られ るか も

しれない。

なお、蛇足なが ら、集落の東側で南北走す る水系が断片的なが ら確認 されて

いる。これは金熊寺川の旧河道 と考え られてお り、 これによ り形成 された沖積

段丘面上 に当遺跡 は立地 している。今後、 この段丘面上 に人 々が活動の場を求
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めた時代、あるいは当地周辺 の古環境・ 微地形の復原 などを追求 してい く必要

がある。また遺跡の東半 には広大な田畑が広がるが、 この部分では北で約 2ば

西偏す る地割 りが確認で きる。条理地割 りの痕跡の可能性が高 く、今後の調査

に期待 したい。

第 2節  89-1区 の調査 (PL。 5。 18、 第 5図 )

1区 は現在の幡代集落の中心やや南よ りに位置 し、地形分類上 は沖積段丘面

に立地 している。 この付近の最近の発掘調査では、遺構が比較的集中 して確認

されている。

賜ウ杉

テ

煎 r9/ヽ

 ヽ1｀■と.∵造ゴ Y_二▼P///沖

第 5図  幡代遺跡調査区位置図

層位 は盛土をのぞいて上か ら順 に、耕土・ 床土層、黄灰色系土層、灰褐色系

粘土層、暗黄灰色系粘土層、地山の暗灰色粘土層 と続 いている。明確 な遺構 と

斉�
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確認 はで きなか ったが、最下層の暗黄灰色系粘土層上面が遺構面 とすれば、黒

褐色粘土・ 暗青灰色 シル トは遺構埋上の可能性がある。

遺物 はほとんど出土せず、最上層付近か ら近世瓦片等がわずかに出上 した程

度である。

遺構 については先述の通 り、最下層付近 になん らかの落込みの存在があげ ら

れ る。ただ し、遺物 は伴わないため断定できない。

第 3節  89-2区 の調査 (PL.5・ 18、 第 5図 )

2区 は 1区 とさほどはなれてお らず、直線距離で50物 程の距離である。やは

り遺跡内で も遺構の集中部分 にあたる。

層序 は、盛土 の下層には耕土・ 床土層が良好 に残 ってお り、以下灰色混 じり

褐色土、黄褐色含礫上の地山へ と続 いてい く。

遺物 はほとんど出土せず、遺構 はま った く確認で きなか った。
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第 4章 岡中遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (第 6図 )

岡中遺跡 は発見か ら日が浅いにもかかわ らず、中世の市域を知 る上で欠 くこ

とので きない情報 を提供 して くれ る遺跡である。

遺跡の位置は、北流す る金熊寺川が山地か ら平地に流れ込む付近で大 き く蛇

行す る。 この蛇行部分の右岸 、広大 な氾濫原上 に立地す る。現在の岡中集落を

含む一帯である。なお、 この左岸には同 じく発見後間 もない岡中西遺跡があ り、

両者間の有機的関連を追求す ることによ り、市域の中世像がなお一層具体的に

なるものだろう。

これまでの発掘調査 によ り、古代遺物包含層、平安後期に初源を求め られ る

寺院跡、14～ 15世 紀に形成 された上坑墓群、 これ と同時期の鍛冶関係遺構 など

薮

第 6図  岡中遺跡調査区位置図
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の存在が確認 されている。その他 、集落遺構 については、ほとんど確認 されて

お らず今後の調査成果が期待 され る。

第 2節  89-1区 の調査

1.位置 (第 6図 )

位置は遺跡の西縁、金熊寺川右岸の自然堤防上 に立地す る。 この近辺ではこ

れまでに発掘調査がお こなわれていず、包含層の広が りを把握す るために格好

の調査 となった。

2.層位 と遺物の出土状況 (第

層位 は基本的に、盛土 、暗

黄灰色礫 に分 け られる。遺物

は暗黄灰色土か ら出土す るが、

近世で もかな り新 しい時期 の

ものが見受け られ る。よって、

同層は現在の建物構築時の盛

土層 と捉えるべ きだろう。こ

のよ うに考えた場合、自然堆

積 による遺物包含層は存在 し

ないといえよ う。

3.遺構 (PL。 19、 第 7図 )

暗黄灰色上の下層か ら砂岩

円礫を並べた石列が確認 され

た。主軸 はほぼ東西に向け ら

0                           2 rn

第 7図 岡中遺跡89-1区選構図および断面図

7図 )

睡藝石

黄色粘土

暗黄灰色土

黄色混 じり暗黄灰色土

暗黄灰色礫

暗灰色礫

礫混 じり暗茶灰色土

れているが、構築は非常に雑で しっかりとしたものではない。その性格はまっ

たく不明であるが、現在の建物の一世代前の建物に伴 う遺構の可能性があるだ

ろうか。
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第 3節  89-2区 の調査

1.位置 (第 6図 )

遺跡のほぼ中心 にあた り、地形分類上は氾濫原 に立地す る。付近か らは中世

土坑墓群、寺院遺構 などが発見 されている。大阪府指定天然記念物の岡中鎮守

社の大樟・ マキの隣接地での調査である。

2.層位 と遺物 の出土状況 (PL.6)

現表上である盛土を除 くと、部分的に焼上が混 じる黄灰色系砂礫層、黄褐色

砂層、暗灰色礫層が認め られ る。遺物が出土す るのはここまでで、 これ以下 は

暗灰色および暗黄灰色の礫層・ 砂層が続 いてい く。

遺物が多 く見 られ るのは、上層が黄灰色系砂礫層、下層が暗灰色礫層がある。

上層の ものは近世 の非常 に新 しい瓦片ばか りであるが、下層か らは中世の瓦片

が中心 となる。ただ し、下層か らも近世の所産 と思われる瓦が出土す るため、

瓦堆積層の形成 自体 は近世のある一時期 になるものと思われ る。

3.遺物 (PL.8・ 9・ 25～28、 第 8～ 10図 )

下層包含層か ら整理 コンテナで約10箱 におよぶ土器・ 瓦類が出土 した。内容

は陶器、磁器、中世軒瓦、中世平・ 丸瓦、近世瓦片、および道具瓦 (鬼瓦 )で

ある。以下、順 に説明を加えたい。なお、整理期間の短 さか ら、 これまで市域

内外で出上 した軒瓦類 との比較検討 はお こなえなか った。今後の調査 に委ね る

こととしたい。

軒丸瓦 (第 8図、 PL.26)           ″

巴文のみ数点 出上 したが、珠文外側の圏線の有無 によって、少 な くとも 2型

式に分類できた。さ らに、珠文の個数によってさ らに細分 され る可能性がある

が、みな小片のため珠文の全体数を復原できないため、今回はお こなわなか っ

た。

1は 圏線を持 たない。丸みを帯 びた巴の頭部は、やや尖 り気味である。外縁
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第 8図  岡中遺跡 89-2区出上の軒丸瓦

は幅広で低い。硬質の製品。圏線を もつ もの(2)は 、胎上に暗灰色のクサ リ礫

を多量 に含む軟質の製品で、外縁 も高い。圏線を持たない とよ りも確実に古相

を示 している。

軒平瓦 (第 9図、 PL.26)

唐草文 2点 、波形文 1点が出上 した。

1は 瓦当のご く一部のみ出上 した もので、かな り徳 ズ レした唐草文が判別で

きる。幅の狭 い上縁 と圏線がわずかに残 っている。瓦当面 は比較的幅広で、薄

い顎部 は指でナデつけるのみの簡単 な調整が施 されている。胎上 には礫が多 く

含まれ る。軟質の製品。

2は均整唐草文が表現 されている。太 く力強い唐草が、片側 に 3回反転す る

型式である。周囲を区画す る圏線 もまた太い ものである。外縁 は幅狭だが しっ

か りした造 りである。瓦当部は厚 く顎部には丁寧なナデ調整が施 され る。軟質
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だが全体 に丁寧で、 しっか りした印象を受 ける製品である。

3は 5条 の凸線で構成 され る波形文を持つ。顎部は厚 くつ くられているが、

ヘ ラケズ リで シャープに削 り出されている。やや軟質で淡橙灰色の製品。

す

籍 i
‐
言

う
｀

o                                                  20cm

第 9図  岡中進跡 89-2区 出上の軒平瓦

平瓦 (PL.9・ 27・ 28)

平瓦が出土遺物の大半を占める。胎上、調整、法量か ら、 5型式 に分類でき

た。

1は胎上 に大量の橙色 クサ リ礫をふ くむ。凸面はナデが施 されている。軟質

の製品である。

2は 凸面 に斜格子叩き痕が残 る。

量に混入 している。

3は 凸面 に平行縄叩きが施 され、

はめだ った砂粒 は認め られないが、

硬質の製品。胎土 には暗灰色 クサ リ礫が多

その後のナデ調整を省略 している。胎上 に

焼 きは甘 く軟質の製品。
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4は厚手の製品で凸面 に板 ナデ調整が行われ る。胎土 には砂粒が若干含まれ

るが 、焼成は良好で硬質の製品。

5・ 6は 同一型式である。厚手で、凹凸両面 に離れ砂が認め られ る。また、側

端はほぼ平行で、破片では広端・ 狭端の区別が困難である。焼成 は良好で硬質。

この型式が、今回出上 した平瓦の大半 を占め る。

丸瓦 (PL.9・ 26)

丸瓦はいわゆ る行基式 は出土せず、すべて玉縁を持つ ものであ った。玉縁の

型式、および丸瓦部の調整か ら 3型式 に分類できた。

7の玉縁 は、丸瓦部 と同 じ幅を もち、薄 く補強のための粘土 もほとん ど用い

られない。丸瓦部凸画は丁寧 にナデ調整が施 される。焼 き歪がひどいことと、

破片のため全形を知 り得ないが、広端・ 狭端の幅の差が認め られ るか もしれな

い。硬質の製品。

8は 半裁筒状の丸瓦部に、幅狭の玉縁部がつけ られ る。丸瓦部凸面は平行縄

叩きが施 された後、簡単 にナデが行われている。焼 きは甘 く軟質。

9は 8と 形状・ 法量 ともほとん ど違わない。ただ し、凸面には縦方向にヘ ラ

ミガキが施 され る。焼成 も良好で、硬質の製品。

7の法量 は不明だが、8・ 91ま ほIF同一法量 とな り、同時期 に製作・ 使用 され

ている、あるいは同一建物の葺換え・ 補修瓦の可能性があろう。

道具瓦 (第 10図 )

鬼瓦が 1点 出上 した。装飾 は

大半が剥離 してお り、わずかに

連珠文の一部が残 る。復原す る

と、頂部にはえ ぐりが 2カ 所施

され る。外面 は全体にナデ調整

で仕上 げ られ る。胎土 には若千

の砂粒を含む、硬質の製品。 o                                           30cm

第 10図  岡中進跡 89-2区 出上 の鬼瓦
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土器 はごくわずか出上 したに過ぎない。図化 に耐えた ものはさらに少 な く10

点 に満たなか った。

21は 陶器・ 鉢の回縁部、22は 陶器体部片である。甕であろうか。23は 市域で

よ くみ られ る器壁が非常 に厚 い瓦質土器のす り鉢である。出土例 は海会寺跡、

男里遺跡などがある。24は 磁器・ 椀、25は 陶器・ 壷だろうか。 どち らも近世の

所産だろう。

第 4節  88-3区 の調査 (PL.6・ 20、 第 6図 )

位置的には、遺跡中央やや北 よ りの地点で、集落遺構の存在を想定 していた

部分 にあたる。

基本的な層序 は、盛上をのぞき、旧耕上 。床土層、黒褐色粘質上、礫層、砂

層 に分 け られ る。旧耕土層には部分的あるいはブロック状 に、やや土色・ 土質

の異 なる部分が見受 け られるが、基本的に上記の 4層 に分かれ るものとしてよ

い。 この うち遺物が出土す るのは黒褐色粘質土だが、わずかに土師器の極細片

が数片認め られ るのみである。器形の判別が可能 な遺物 は出上 しなか った。

遺構 についてはま った く確認で きなか った。
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第 5章 北野遺跡の調査

第 1節  既往の調査 (第 11図 )

北野遺跡 における発掘調査 はこれまで さほど行われていない。80年度の調査

では遺跡のほぼ中央で、平安時代の掘立柱建物・ 土坑・ 溝が確認 されている。

また 1982年 の調査では、遺跡の南東縁付近で遺物包含層の存在が発見 された。

1986年 には遺跡西部の調査 において、 2カ 所で ピットが検 出されている。わ

ずかにこれだけの点的調査が行われて きたに過ぎない。

昨…~十~―響的
蘇

?グ骸  ム 娑ゝ
中
、き ノ     ＼

第11図  北野遺跡調査区位置図

しか し、得 られたデータか ら、遺物包含層は遺跡のほぼ全体 に残存 している

ことが判明 している。また、当地 における洪積段丘中位面開発の初源は、平安

時代後期 にまで遡 り得 ることが論 じられている。

泉南市域では男里川流域でみ られ るように沖積段丘面 に展開す る遺跡が多 く、

決積段丘中位面上 に立地す る遺跡 は比較的少 ない。 この事か ら、中位面 に生活

―

・
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活動の場が求め られ る時期、あるいはその過程を知 る機会が少 なか った。 しか

し北野遺跡では、平安時代後期 には確実 になん らかの人間活動がなされている。

今後、当遺跡か らのデータが増加すれば、中位段丘面開発 の具体像 に迫 ること

ができるであろう。

第 2節  89-1区 の調査 (PL.5・ 8・ 20、 第■図 )

調査区の位置は、遺跡の中央やや西よ りにあたる。地形分類上 は決積段丘中

位段丘面上 に立地す る。

基本的な層序 は上か ら、盛土、床上、黄色系砂質土、マ ンガ ン斑混 じり灰色  ―

系上、灰色混 じり暗黄色粘上、そ して地山の黄色粘土へ と続いてい く。

遺物が出土す るのは黄色系砂質土及び、マ ンガ ン斑混 じり灰色系土であるが、

遺物の分布密度 は非常 に低 い。 このほか地山直上層か らは、遺物 は出上 しなか

った。また各層の上面 において、遺構 はま った く確認できなか った。

遺物 は、わずかに須恵器・ 杯・ 甕片がそれぞれ数点出上 したのみである。大

半が図化不可能な細片だ った。26は 低 い高台のつ く須恵器・ 杯の底部である。

胎土 は精良で焼成は良好、軟質の製品である。
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第 6章 岡田遺跡の調査

第 1節  既往の調査 (第 12図 )

遺跡の位置は市域で も北部、海岸 に近い決積段丘 の中位段丘面上 に立地 して

いる。その規模 は南北 650解 、東西 450盟 に及ぶ。分布調査 によ って新規発見

されてか ら日が浅 く、ま った く調査が行われていなか ったため、その性格 につ

いては白紙の状態であ った。 しか し今年度、初めての調査が行われ、中世遺物

の包含層が確認 され るなど、その内容把握が除々にではあるが確実に進んで来

ている。
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第 12図  岡田遺跡調査区位置図

第 2節  89-1区 の調査 (PL。 6。 21、 第12図 )

当遺跡での初めての発掘調査である。遺跡の中央南よ りに位置 している。ち
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ょうど市道である中小路・ 岡田・ 樽井線 に面 している部分での調査 とな った。

地形分類上 は、洪積段丘中位面上 に立地 している。

層序 は、上か ら盛土、耕土・ 床土層、褐色混 じり淡灰色土、黄色粘土混 じり

淡灰褐色上、淡灰 白色粘上がみ られ、地 山である灰色混 じり黄色粘上 につづい

てい く。遺物は床土直下層か ら地山直上層 までの 3層か ら出土す る。

遺構 は確認で きなか ったが、中世遺物包含層の存在を確認 した。

遺物 は褐色混 じり淡灰色土か ら土師器・ 皿の小片が出上 した。いわゆる白土

器である。細片のため、図化 はできなか った。

第 3節  89-2区 の調査 (PL。 6・ 21、 第12図 )

2区 は遺跡の東縁付近に位置 している。現在の南海本線岡田浦駅から南へ約350

物隔てた地点である。岡田集落の南西端付近 にあたる部分である。

層序 は盛上を除いて、上か ら黄灰色砂、暗黄灰色粘上、黄灰色粘土、赤黄褐

色粘上 の地山となる。 この うち遺物が含まれていたのは、暗黄灰色粘上である

が、すべて細片で取 り上 げることは不可能だ った。

遺構 はその存在を確認す ることがで きなか った。
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第 7章 海会寺跡の調査

第 1節 既往の調査 (第 13図 )

海会寺跡の調査 は神社地内・ 外の調査 に大 き く三分で きる。前者では、大阪

府教委・ 泉南市教委の発掘調査を通 じて、白鳳伽藍 と寺院建立氏族の集落の内

容を明 らかにす ることがで きた。その重要性が評価 され、国史跡の指定を受 け

た ことはまだ記憶 に新 しい。

ただ し、その内容 について も、寺院焼亡時期や僧坊 など雑舎群の所在など、

まだまだ解明 しなければな らない問題 は多い。

また、 この調査当時か ら海会寺創建時の軒丸瓦が、摂津・ 四天王寺や大和・

木之本廃寺の ものと同徳関係 にあることが判明 していたが、最近の研究 による

と木之本廃寺 は初の官大寺である「百済大寺」に比定 されている。百済大寺・

四天王寺 と同徳 関係 にある軒丸瓦が、遠 く和泉の海会寺 に使用 されていたのは

いかなる理由によるものか。遺物面の調査・ 研究 も開始 されたばか りである。

さて、神社地外 の調査 は規模・ 件数 ともに少 な く、 これまで に立会調査が数

件お こなわれたほか、大阪府教育委員会が 1回 の発掘調査を行 ったに過 ぎない。

寺域の南縁、南門の南方で行われたこの調査では、多量 の瓦片の出上をみ、土

坑などが確認 されている。 この遺構群の性格 は不明だが、寺院に伴 う遺構であ

る可能性 も考え られ る。

このよ うに、海会寺跡 についての諸問題 は山積 してお り今後の調査・ 研究の

進展 に期待 され る部分は、はなはだ大 きいと言えよ う。

第 2節  89-1区 の調査

1.位置 (第 13図 )

遺跡の西南端付近に位置 してお り、戦後まで「稲荷山」とよばれ る低丘陵が

存在 した地点 にあたる。事実、 ここよ り北側 の隣接地では、表上下が即地山 と

言 う状況が確認 され、戦後の開発で大 き く地形が改変 されている。
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第 13図 海会寺跡調査区位置図

2.層位 と遺物 の出土状況 (PL.22、

盛上を取 り除 くと、上層 よ り暗黄

灰色上、炭混 じりの灰色上、そ して

地山である黄色 ～白色の粘土層 とつ

づいてい く。遺物 は炭混 じり灰色土

か ら磁器片が ご くわずか出上 したに

とどまる。

遺構 は地山上面で確認 されている。

遺構埋土か ら遺物 は出上 しなか った。

第 14図 )

0                          2m

第 14図  海会寺跡 89-1区遺構図および断面図
3.遺構 (PL.22、 第 14図 )

遺構 は ピッ ト及び上坑が検出された。 ピッ トは直径20例 内外、深 さ数師を測

る。上坑 は直径50銅 、深 さ10師 を測 る。遺構の埋土 はすべて褐色混 じり淡灰色

上である。土坑 についてはその性格 はま った く不明である。

1 盛±       4 クサリ礫混 じり黄褐色上

2 濁黄灰色±    5 褐色混 じり灰色土

3 炭混じり灰色土

Ａ

く

エ

ー 配織‖

-35-



第 8章 兎田遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (第 15図 )

泉南市の東縁中央、泉佐野市 との境界 に面 した小平地 の一角を現在の兎田集

落は占地 している。 この小平地は北 と東 を蛇行す る樫井川、南 と西を丘陵によ

って周囲か ら「隔絶」されている。これまで この地では遺物の散布がほとんど

見 られず、埋蔵文化財包蔵地 と して確認 されていなか ったЬ

遺跡発見の契機 は、兎田集落内の開発である。 これに伴 う泉南市教委の試掘

調査 によって中世遺物包含層が確認 され、同時に周辺の分布調査をお こない遺

物散布範囲を確認 した。 この成果か ら兎田集落を中心 とす る一帯が、兎田遺跡

と して周知 され るに至 った。

次 に周辺の環境 について概観 してお こう。

兎 田遺跡の西に長 くのびる丘陵は、泉南市 における古墳の密集地であ る。丘

陵基部か ら先端に向か って フキアゲ山古墳群、兎田古墳群、新家古墳群 などが

立地 している。また、同 じ丘陵上 には弥生時代集落が確認 されたオ ドリ山遺跡

が存在す る。 この西麓段丘面上では、同 じく弥生時代に属す る新家遺跡が近年

発見 されている。今のところこれ らの遺跡群 は、その内容があきらかにされて

いないものが多い。

これに対 し樫井川の右岸の状況 はどうだろ うか。現在 の行政区分では泉佐野

市 に属 してお り、広大な平野が展開 している。 ここでは三軒屋遺跡がよ く知 ら

れている。古 くか ら調査が行われてお り、沖積段丘面上が縄文時代以降連綿 と

生活の場 とな っていた ことが判明 している。

兎田遺跡の東西にある遺跡 は以上のよ うな ものだが、まだ不分明な部分が多

いのが現状である。例えば古墳群造営集団の集落などは、今のところ三軒屋遺

跡内に求めるむきが多 い。 これにもかかわ らず、両者間の有機的関係 について

積極的に論 じられていないように思える。やは り絶対的なデータの不足か らく

る歴史資料の少なさが原因だろう。今後の調査・ 研究 に期待 したい。
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第 2節  80-1区 の調査 (PL.6・ 22、 第15図 )

本年度 は、兎田遺跡における発掘調査 は 1件 となった。その位置は遺跡の東

端、樫井川の左岸 自然堤防上 にあたる。
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調 査地 は もとか ら、 崩れ さった堤防に盛上をお こな ってで きた土地のため、

非常 に軟弱で分厚い盛上が観察 された。 これ らを とり除 くと基本的に、旧表土

である灰色混 じり黄色砂 t淡茶灰色砂、その下層の地山 (淡黄灰色砂 )の 、合

計 3層 か ら構成 されている。そ して これ らの間の一部分 に、若干の砂層などが

介在す るとい う状況である。遺物包含層 と認識できる土層は存在 しない。

遺物・ 遺構 はどち らもま った く確認 されなか った。

第 15図  兎田遺跡調査区位置図
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第 9章 仏性寺跡の調査

第 1節 既往の調査 (第 16図 )

仏性寺跡で行われてきた調査 は非常 に少 ない。これまでに蓄積 されたデータ

では、平安時代か ら室町時代にいたる複数遺構面が存在す ること、中世 の所産

となる瓦辺片が出土す ることなどが知 られているに過ぎなか った。

昭和 62年度 にお こな った調査 によ り、初めて寺院に直接関係す ると考 え られ

る整地層や、池の護岸状の積石遺構、礎石状の配石遺構 などが確認 された。 し

か し、 これ もまた、寺院のどの部位で どのよ うな性格 を持 った ものかは不明の

ままである。

このよ うに仏性寺跡の調査・ 研究 については、データ収集が始 ま ったばか り

との観が強い。今後の調査 においては、「 データを積み上 げる」 との意識を強

くもってのぞまねばな らないだろう。

第 2節  調査の成果

1.位置 (第 16図 )

現在、市道赤井神社線が遺跡を東西に横断 している。当調査ではこの道路 に

沿 って 8カ 所の調査区を設定 した。 ここではそれぞれの調査区を東か ら 1区 2

区… 8区 と呼ぶ ことにす る。

2.層位 と遺物の出上状況 (PL。 7、 第16図 )

1・ 2区では基本的に、上か ら現耕土・ 床土層、旧耕土・ 床土層、そ して中世

遺物包含層である褐色混 じり灰色砂質土、地 山の黄橙色系粘土へ とい う堆積を

みせ る。

3・ 4区では 1・ 2区 と同様な層序を確認で きたが、ここでは地 山は赤褐色系の

礫層に変化 している。また、中世遺物包含層は、暗灰色系の粘土 となる。 この

層序 は87年 に個人住宅の調査で観察 された もの と非常によ く似ている。

-38-



旧
」

韓

， コ
鵬

y≦ 、■口|,14k_ テ
レ
ョ ィィlr(cノ

5～ 8区 では、耕土・ 床上、暗灰色系礫層、礫混 じりの灰色粘土、地山は赤

褐色系の礫層が観察 された。また、一部では、地山直上 に灰色系粘上の遺物包

含層 も確認 された。

以上、設定 した調査区の大半で遺物包含層を確認で き、遺跡内での包含層の

分布状況を知 ることがで きた。遺物 については出上 して も取 り上 げることが不

可能 な細片が多 く、その保存状態は非常 に悪い ものである。

3.遺構 (PL。 23・ 24)

遺構 はほとん ど確認できなか った。わずかに断面観察で ピッ トが数 力所確認

できたのみである。期待 していた寺院関係遺構 はま った く確認できなか った。

4. 遺物 (PL.8・ 20)

遺物 は包含層か ら、須恵器、土師器、瓦器、瓦質土器、陶器、磁器、軒瓦、

第16図  仏性寺跡調査区位置図
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平・ 丸瓦などが出土 している。総数では整理用コンテナ 1箱分が出土 した。そ

の大半が余 りの摩滅と細片であるため(図化に耐えなか った。

27は東播磨系の須恵器 。こね鉢である。日縁端部を外方に肥厚させ、端部に

面をもたせている。焼成は良好で硬質、日縁端部外面には重ね焼きの痕跡が明

瞭に残 っている。

28・ 29・ 30は 瓦質土器・ 土釜である。 3点 とも体部外面はヘラケズ リで器壁を

薄 く仕上げている。鍔より下方はススが付着 している。
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第10章 まとめ

平成元年度 (平成 2年 2月 28日 現在 )に おける遺跡内での発掘届出および通

知は、第 1表 に示 した とお り70件 の多 きを数える。 この数値 は、前年度 52件 に

対 して18件 の増である。勿論すべて発掘調査で対処 しているわけではないが、

ここ数年の届出および通知の増加率 は、前年度比40～ 50%と い った急激な上昇

率を示 している。

この ことは、開発行為に先行す る包蔵地有無確認の事前試掘調査が、年々倍

増 していることと呼応 してお り、本市 における開発進度が関西国際空港建設計

画などに伴 い荒波のように押 し寄せてきているとい う現象が、如実にあ らわれ

ている。

こうした本市文化財保護活用行政 の状況下、今年度 も市 内各遺跡において計

29カ 所の発掘調査を行いその内容究明に努めた。その内訳 は、第 2表 に記 した

ごとく男里遺跡 16カ 所、幡代遺跡 2カ 所、岡中遺跡 4カ 所、北野遺跡 1カ 所、

岡田遺跡 2カ 所、海会寺跡 2カ 所、新家オ ドリ山遺跡 1カ 所、兎 田遺跡 1カ 所

である。いずれ も個人住宅建設を中心 とした もので、一部を除 き調査面積 はさ

ほど大 き くはない。 とはい って も決 して与え られた情報 は、少 な くなか った。

なお、本書 においては前年度調査未報告分の男里遺跡 3カ 所(88-16～ 18区 )、

岡中遺跡 1カ 所 (88-3区 )、 仏性寺跡 1カ 所 (88年度調査区 )に ついて も併

わせて掲載 している。 この成果 もふ くめ、以下順 をお って説明 してい くことと

す る。         I

男里遺跡 は地形分類上、男里川右岸 に展開す る自然堤防、氾濫原、沖積段丘

などにかけての広が りを もっている。今回の調査区を地形分類上の立地別 に分

けてみ ると、89-1～ 5。 14・ 15区 が沖積段丘の縁辺、89-6区 が氾濫原、89-7～

12・ 88-16～ 18区 が自然堤防上、89-13・ 16区 が旧河道の位置にあた っている。

89-1区からはピットおよび土坑が検出された。 ピッ トは柱痕跡 をとどめてい

るものがあ り、掘立柱建物の存在が容易に考え られ る。柱穴内よ り瓦器椀 と思

われ る破片が一点 出上 してお り、柱掘形の形態 などか ら考え合わせてみて も中

世の所産 になると推測 して差支えないだろう。
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この周辺では調査例が少 なか った こともあるが、柱痕跡 を伴 う中世掘立柱建

物跡 と思われ る遺構が検 出されたのは初めての ことである。付近 は地形分類上

で沖積段丘の縁辺部にあたる。広が りなどは不明確であるが過去の調査 データ

と合わせ考え、この一帯 に一つの単位を もった中世集落の展開の一端を垣間みる

ことがで きたと言えよ う。

男里遺跡 における平安後期以降の集落は、現在までの調査知見か ら、男里川

の氾濫 によって形成 された自然堤防上を中心 とした地点 に占地す ることが、明

らかにな っていた。今回の調査 により遺跡の東端を占める沖積段丘上で も、当

該期の集落の存在が明確化 してきた。 この ことは、遺跡の西端 に位置す る平安

後期創建の光平寺跡の周囲に展開す る集落 と、一定の距離を隔てた (と い って

もさほど離れているわけではないが )寺院を伴わない集落 との関係を探 る上で

の、非常 に有意義な資料の獲得であった。

89-7区で検出されたピットは、一辺約 45針で方形を呈す るものである。 埋土

か ら遺物の出上が無 く決定的なことは言えないが、その形態か ら奈良時代の柱

掘形 になるか もしれない。 この調査区の西南西約85町 地点 に位置す る89-9区か

らは、同時代の遺物包含層の存在が確認 されてお り、今後の調査で明確 な建物

遺構 などが検 出され る可能性 は大 きいと思われ る。

89-8区 か らは土師器、瓦器・ 椀の日常雑器のほか、土師器・ 蛸壷の漁具など

中世の所産 になる遺物を伴 うピッ ト、土坑、溝が検 出された。 この調査区よ り

西側一帯 においては、先年の断片的な調査で鎌倉・ 室町時代を中心 とした掘立

柱建物跡 などの存在が確認 されている。 しか し東側か らは当該期 の遺構 は顕者

には検 出されていない。おそ らくは水田を主 に した生産地であ ったのであろう。

このほか時期決定は しがたい ものの89-2・ 89-10区 か ら土坑 および溝などの

遺構が、その他の調査区か らは良好な遺物包含層が検 出されている。 これ らも

また今後、周辺調査を行 ってい くうえで不可欠な資料 となるであろう。

幡代遺跡 においては、今年度 2カ 所の調査を実施 したが、いかんせん小面積

な調査 とい うこともあ り、残念 なが ら遺構 および遺物 は全 く検 出されなか った。

当遺跡 は、平安後期創建の寺院 と同時期の集落の存在が推定 されているのみ

で、まだまだ詳細なデータは整 っていないが、屋瓦類の出土を寺域推定のひと
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つの手掛か りとす るな ら、 この付近は寺域の南限よ り外を示す こととなる。

岡中遺跡 は前年度の調査 (88年度調査区 )に よって、初めて寺院の建物 に伴

う遺構 (堂塔 に伴 う基壇痕跡 )が確認 されている。今回の調査区の内89-2区は、

これよ りわずか35η 南西の指呼の間にあ り、おのず と期待を膨 らませ る調査で

あ った。 しか し、期待 とは裏腹 に遺構 は検出されなか った。ただ、多量 に出土

した中世瓦は、寺院の消長を知 るうえで貴重な資料追加 とな りうるものである。

北野遺跡は後述す る仏性寺跡 と同様、洪積段丘中位面の縁辺 に立地 し、平安

後期 よ り集落の営為が始め られたことが周知 されていた遺跡である。今年度 は

ただ 1カ 所のみの実施であ ったが、非常 に興味深い発見をす ることができた。

それは一片のみの出上であるが、奈良時代の須恵器・ 杯の発見である。遺構

は検出されていない ものの、 この遺跡の始ま りが奈良時代まで遡 るとい う可能

性を十分与えるものである。そ うす ると従来か ら考え られていたこの地域の段

丘開発 の開始時期が、当該期まで求め られ ることになる。今後、住居跡 などの

明確 な遺構の検 出が期待 され る。

岡田遺跡 は近年、中世遺物の散布などか ら周知 され るに至 った遺跡であ り、

89-1区が発掘調査の晴矢 とな った。調査 は89-2区 と 2カ 所行 ったが、いずれ

も遺構 は検出されなか った。 しか し、中世包含層の存在が確認で きたことは今

後の調査 に期待が もたれ るものである。

遺跡 は決積段丘中位面の縁辺 に立地 している。同様 に立地す る遺跡 には上述

したごとく北野遺跡、仏性寺跡などがあるが、各遺跡の実態解明 と同時 に遺跡

相互の比較検討が、段丘開発 における歴史的な背景を探 る近道 になると考え ら

れ るのではないだろうか。

海会寺跡 は改めて述べ るまで もな く、国史跡 に指定 されている白鳳時代創建

の寺院である。今年度の調査 は、寺域の推定西限に近接 した箇所 (89-2区 )と

寺域外の南西方向に位置す る調査区 (89-1区 )の 2カ 所において実施 した。

その うち 2区 については、別書報告であるので、 ここでは 1区 についてのみ

触れ ることとす る。触れ るとい って も、出土遺物がまった くない ピッ トおよび

上坑を検 出 しているのみで、多 くを語 るすべはない。 しか し検 出 した遺構 はそ

の上層出上遺物 などを参考 にす ると、中近世 とい う幅を もたせた時期ではある
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が、与え られそ うである。

海会寺および隣接す る建立氏族の集落などの消長 は既 に述べ られているが、

周辺 に展開す る集落の構造や消長などは、現在皆無の状態である。そ ういった

意味においては、遺構の分布状況の一部が確認できたことは貴重 な成果 と言え

よ う。

兎田遺跡において今回実施 した調査では、残念なことに遺跡の内容を究明す

る資料の獲得 はできなか った。現時点では、中世包含層の確認 されている遺跡

であるとしか言い様がな く、その実態解明はこれか らである。

仏性寺跡 については、幅の狭 い調査区の設定 とい うこともあ って、断面観察

を主 においた調査 とな った。遺構 はわずかに ピットを数力所確認 したにとどま

ったが、幸い今回の調査が遺跡内をほぼ東西に横断す るかたちとな り、包含層

の広が りや地山の多様 な変化 などを知 ることができた。

以上、各遺跡 ごとに調査の結果をまとめてきたわけであるが、当然のごとく

今回の成果だけで は、まだまだ不十分の感 は否めない。た とえば遺跡範囲の確

定 、あるいは構造の把握、そ して遺跡の消長 とい った ものに言及す るには、今

一歩か もしれない。 しか し、小規模 な調査で も年々確実 にそ して着実 にそれ ら

の内容究明へ とアプローチ しうるデータの蓄積 はある。

我々は、獲得 されたデータのあ らゆる比較検討をお こない、よ り正確 な内容

の究明に努 めな くてはな らない責務があることを心 に念 じ、報告の終わ りとし

たい。 ´
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第 5表 文 化 財 一 覧 表

] 千 イi郷 城 跡 大 坪 遺 跡 羽 倉 崎 東 遺 跡 一 丘 神 社 遺 跡

2 白 地 谷 遺 跡 宮 の 前 遺 跡 羽 倉 崎 遺 跡 海 会 寺 跡

3 正 法 寺 跡 堂 迪 跡 嘉 祥 寺 神 社 本 殿 厩 戸 王 子 跡

4 大 谷 池 遺 跡 北 之 前 遺 跡 羽 倉 崎 上 町 遺 跡 野 遺 跡

5 大 久 保 B遺 跡 野 々 宙 遺 跡 船 岡 山 遺 跡 中 小 路 遺 跡

6 屋 遺 跡 総 想 寺 天 満 宮 本 殿 岡 本 廃 寺 岡 田 遺 跡

7 路 井  家 群 院 廊
一

外 遺 跡 田 尻 遺 跡 仏 性 寺 跡

8 降 井 家 尾 敷 跡 屯 遺 跡 夫 婦 池 遺 跡 海 営 宮 池 遺 跡

9 大 久 保 A遺 跡 八 王 子 遺 跡 船 岡 山 南 追 跡 狐 池 遺 跡

111 家 慈限院金 |と
,多 雪I塔 樫  井 西 遺 跡 高 倉 山 東 遺 跡

11 束 1町  ↓ 遺 跡 H根 樹'社 遺 跡 藤 波 遺 跡 131 信 ノ 池 遺 跡

小 垣 内 適 跡 西 ノ 上 遺 跡 道 ノ 池 遺 跡 天 神 ノ 森 遺 跡

令 剛 法 寺 跡 ■ 迫 跡 岡 ノ 崎 超 跡 男 里 遺 跡

久 保 城 跡 笹  ノ lII 遺 跡 中 害 蒲 遺 跡 光 i『 寺 跡

15 ri'I‖ 小 本 家 tli宅 55

56

土 丸 南 遺 跡 岸  ノ 下 遺 跡 光 平 寺 石 造 五 輪 塔

rl 門  北  古 墳 城 跡 樫 城 跡 前 HJ 池 遺 跡

17 五 週 跡 上 丸 城 跡 奥 家 住 宅 幡 代 追 跡

Ji i甘 墳 F大 木 遺 跡 詰 遺 跡 桶 代 南 遺 跡

大 浦 中 Ltl基 地 大  木  遭  跡 禄 ノ 塚 占 墳 139 林 FH寺 銅 鐸 出 土 地

鳥 羽 殿 城 跡 中 大 木 遺 跡 100 榔 興 寺 跡 林 畠 寺 跡

21 来 迎 寺 稲 倉 池 北 方 遺 跡 ダ イ ジ ョ ウ 寺 跡 林 呂 寺 瓦 窯

山  ノ F 城  跡 鏡 塚 古 墳 102 三 軒 屋 遺 跡 岡 中 遺 跡

基 の 谷 遺 跡 ,II 原 遺 跡 103 上 之 郷 遺 跡 岡 中 西 遺 跡

池 ノ 谷 遺 跡 向 井  山 遺 跡 下 村  1 号 墳 滑 瀬 遺 跡

成 合 寺 遺 跡 梨 谷 週 跡 105 F村 2号 墳 雨 山 南 遺 跡

dl 遺 跡 遺 跡 106 新 家 オ ド リ山 遺 跡 雨 迫 跡

湊 遺 跡 |↓ ‖1近 世 嘉 地 新家オ ドリ山東過跡 高 ‖I山 吉 墳 辞

検 波 部 蜜 寺 跡 棚 原 遺 跡 新家 オ ドリ山南遺 跡 148 平野寺 (長 楽寺 )跡

檀 波 羅 遺 跡 向 井  池  遺 跡 新 家 古 墳 群 149 皿 田 池 古 墳

比 野 :モ 子 跡 意 賀 美 神 社 本 殿 110 フキ ア ゲ 山 西 遺 跡 150 抑光寺 (蓮 池 )遺跡

上 町 東 遺 跡 向 井 代 週 跡 111 引 谷 池 窯 跡 三 味 谷 旭 跡

蒲 跡 机 場 遺 跡 フ キ ア ゲ 山 束 遺 隊 152 石 出 JJ遺 跡

L 遺 跡 日 根 野 追 跡 フキ ア ケ 山 1号 墳 153 井  関  遺  跡

市 場 東 遺 跡 郷 之 芝 遺 跡 フキ アゲ ‖12号 墳 岩 崎 山 遺 跡

嶋 遺 跡 植 田 池 遺 跡 兎 田 古 墳 群 155 寺  田 山 遺 跡

阿 遺 跡 長 滝 遺 跡 兎 日 遺 跡 156 自 然 LTI遺 跡

塚 選 跡 77 安 松 遺 跡 117 別 所 遺 跡 157 玉 I日 』I古 墳 群

十 二 谷 遺 跡 木 庚 遺 跡 野 遺 跡 158 玉  ,1 山 選  跡

丁 送 跡 遺 跡 新 家 遺 跡 159 玉 慣I山 須 恵 器窯 跡

新 池 尻 遺 跡 松 原 週 跡 向 井 山 遺 跡 160 三 升 五 合 山 遺 跡
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PL。 1 泉南地域の文化財
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PL,3 男里遺跡調査区位置図
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盛土

灰色土 (耕土 )

黄灰褐色土

灰色混 じり掘色土

円礫混 じり灰黄色土

ON89 5区 耳ヒ壁断面図

盛土

黄灰色粘土

時灰色土

暗茶灰色土

暗 Flk褐色土

暗灰褐色混 じり晴黄色粘土

灰色砂合む円礫

ON89-7区 平面図

および断面図

SD01         -

3・ @Ω

―1 暗灰色土

2 淡黄灰色土

3 淡灰色土

4 晴灰色礫層
5 淡灰色砂質土

6 淡縄色混 じり灰色土

7 淡灰白色粘質上

8 暗偶色含礫■

9 暗灰掲色礫

盛±            6 灰色混 じり黄褐色土

暗灰色±          7 褐色混 じり暗黄色土

褐色混 じり暗灰色±     8 淡棚黄色砂質土

黄掘色混 じり灰色±     9 灰鵜色合礫土

黄色粘土混 じり灰鶴色砂質± 10 淡褐色 シル ト

ON89 8区 平面図および断面図

0                      4コ

〕■③
Pit3

|

ON89 9区 東壁断面図



PL.5 男里追跡調査区②・北野遺跡・幡代追跡調査区

盛土

礫混 じり淡褐色土

礫混 じり淡黒褐色土

淡灰褐色土

淡黄褐色土

淡黄灰色土

マ ンガン斑混 じり淡黄灰色土

黄褐色土

礫混 じり暗灰色土

黄色粘土合む淡黒褐色土

H 暗灰褐色土

12 黒褐色土

13 淡黒褐色粘質土

14 黄灰色土

15 淡黄灰色粘質シル ト

16 淡黄灰色 シル ト

17 灰色 シル ト

18 淡黄褐色粘質シル ト

19 灰青色粘質 シル ト

20 細砂礫

21 暗灰色砂礫

盛土 SK01
暗灰色土 (耕土 )

黄色混 じり淡灰色土

灰色混 じり黄色土

褐色混 じり淡灰色砂質土

マ ンガン斑混 じり黄灰色粘土

ON89 10区 平面図および断面図

Ａ

く

エ

ー

暗黄灰色粘土

暗灰黄色砂

暗灰色砂礫土

暗灰色砂

暗灰色合礫土

ON88 16区 南壁断面図

~‐ 100m

ON88-17区

北壁断面図

盛±       7 淡灰黄色土

暗灰色土 (耕土)  8 灰褐色 シル ト

暗黄灰色土 (床土) 9 暗褐色混 じり黄灰色土

黄褐色±     10 淡灰白色 シル ト

黄灰色±     11 淡褐色混 じり灰色土

灰黄色±     12 褐色混 じり灰色土

13 暗黄褐色混 じり灰色 シル ト

14 黄褐色混 じり淡灰色粘土

15 炭混 じり灰色土

16 褐色混 じり黄色粘土

盛±      5 マ ンガ ン混 じり淡灰色土

黄褐色粘±    6    ク   暗灰色土

淡赤黄色砂質±  7 灰色混 じり暗黄色粘土

暗黄色砂質±   8 黄色粘土

KT89 1区 東壁断面図

暗灰色土 (表土)     6 暗黄色土

盛±          7 赤褐色混 じり暗黄色粘土

暗灰色礫層       8 暗灰色砂礫

炭混 じり暗黄灰色±    9 灰色礫

礫混 じり暗黄灰色粘質± 10 暗灰色礫

ON88-18区 】ヒ壁断面図

盛土

暗黄灰色土 (耕土 )

灰黄色上 (床土 )

灰色混 じり褐色土

黄褐色合礫土

HT89 2区 】ヒ壁断面図

1

2

3

4
1 盛土

2 灰褐色土

3 黄褐色土

4 黄灰色含礫土

5 灰褐色粘土

6 暗灰褐色粘土

HT89 1区

7 黒褐色粘土

8 淡灰色礫

9 暗青灰色 シル ト

10 暗黄灰色粘土

11 暗灰黄色 シル ト

12 暗灰色含礫粘上

東壁断面図

SD02

0                          4m



PL.6 岡中遺跡・岡田遺跡・兎田遺跡調査区

1 盛土

2 暗黄灰色土

3 暗灰色土

4 黄色混 じり淡灰色土

OK88 3区 東壁

黄色粘土

黒褐色粘質土

黒褐色礫

暗黄灰色砂

断面図

盛土

淡黄灰色上

黄灰色上

暗黄灰色土

5 焼土混 じ

6 黄褐色砂

7 暗灰色礫

9 暗黄灰色含礫土

10 暗灰色礫

11 淡灰褐色砂

1

2

3

4

OKD89-2区 東壁断面図

m

8 黄色粘土混 じり暗灰色礫 12 暗灰色礫

OK89 2区 耳ヒ壁断面図

盛±        5 黄色粘土混 じり淡灰褐色土

黄灰色砂質±    6 淡灰自色粘土

黄灰色粘質±     7 灰色混 じり黄色粘土

褐色混 じり淡灰色土

OKD89-1区 】ヒ壁断面図

盛±    3 暗黄灰色粘

黄灰色砂  4 黄灰色粘土

赤黄褐色粘土

ユ

2

3

4

何

1 表土

2 盛土

3 灰色混 じり黄色砂

4 淡茶灰色砂

5 暗青灰色土

6 淡黄灰色砂

7 炭混 じり暗灰色土

8 暗灰色土

9 暗灰色混 じり暗黄色砂

10 灰色土

11 淡黄自色砂

12 淡黄灰色粗砂

13 暗灰茶色砂

14 暗黄灰色砂

15 暗黄灰色粘質砂

16 暗黄灰色粗砂

17 暗茶灰色上

18 暗黄灰色砂

19 礫混 じり暗黄灰色土

20 暗茶灰色砂

21 暗灰色粗砂

22 暗黄色粘質土

23 暗灰色砂

24 暗黄灰色含礫土

25 淡黄灰色砂

US89 1区

西壁断面図

BI

焼土混 じり暗黄灰色土

暗黄灰色粘上  5

匿豆邑石



PL。 7 仏性寺跡調査区耳ヒ壁断面図

第 トレンチ
ユ

2

3

4

5

F士 灰色上

黄橙色土

淡黄色混 じり灰色土

淡黄色土

黄灰色土

1

2

3

4

5

6 褐色混 じり淡灰色土

7 黄褐色混 じり灰自色土

8 褐色混 じり灰色土

9 礫混 じり黄橙色米占質土

暗灰色±       6 黄褐色混 じり暗黄色砂質土

灰色混 じり黄色±    7 クサ リ礫混 じり暗灰褐色土

ク  黄色粘±   8 日音赤褐色土

″  黄色砂質±  9 礫混 じり赤褐色土

ク  黄色粘土

16

17

18

19

20

灰色混 じり黄色粘±   6 灰色混 じり黄色粘土

黄色混 じり灰色砂質±  7 黄褐色砂

黄褐色混 じり灰色粘±  8 黄掲色混 じり灰色粘上

灰色混 じり黄色砂質±  9 灰色粘土

暗黄灰色砂質±    10 黄褐色混 じり淡灰色砂質土

1 暗灰色土

2 暗黄色混 じり暗灰褐色土

3 暗黄灰色土

4 暗灰色礫

5 赤褐色砂礫

H 暗黄褐色混 じり暗灰色粘土

12 暗灰褐色粘土

13 黄褐色粘土

第 5ト レンチ

トレンチ

2

3

4

5

暗灰色±       6 黄橙色混 じり灰色粘質± 11 淡黄灰色混 じり暗灰色土

黄橙色±        7   ″   ク 粘±  12    ク   暗褐色土

淡黄灰色±      8 淡褐色混 じり黄橙色±  13 暗黄灰色混 じり褐色土

淡黄色±        9 黄灰自色±       14 淡灰褐色土

淡黄色混 じり淡灰色± 10 淡黄灰色粘±      15 暗茶灰色砂礫土

レンチ

クサ リ礫混 じり暗灰褐色土

礫混 じり暗茶褐色土

褐色混 じり灰自色土

礫混 じり暗黄灰色砂質土

黄色粘土

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

6

第 6ト レンチ

暗灰色±       7 黄色混 じり淡灰褐色土

礫混 じり暗黄橙色±   8 暗灰色砂礫土

″ 暗灰褐色上   9 礫混 じり暗灰色粘質土

黄色混 じり暗灰色±  10  ' 黄灰色■

礫混 じり暗掲灰色±  11   ク 赤褐色土

黄色混 じり灰色粘質土

第 8ト レンチ

暗灰色±       5 Л音灰褐色砂礫土

褐色混 じり暗黄灰色上  6 黄灰色砂質土

黄色混 じり灰褐色±   7 礫混 じり黄灰色土

暗灰色混 じり黄橙色±  8  夕 赤褐色土

暗灰色±       7 黄色混 じり灰色土

灰色±       8   ″  淡灰褐色砂礫土

礫混 じり暗灰色±   9 灰色混 じり暗黄色土

黄色混 じり灰褐色± 10 礫混 じり淡灰色土

淡黄灰色土     H 礫混 じり赤tEI色 土

黄色混 じり淡灰色土

1

2

3

4

1

2

3

4

5

6

o                                       6m

第 2ト レンチ



PL.8 各調査区出土の遺物
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PL.9 岡中遺跡89-2区出上の平・丸瓦

0                                                30cm



PL.10 男里遺跡89-1区

全景 (南から)

逹警F:
I― 荘 li―

同上 (東かち)



PL.11 男里遺跡 89-2。 3区

89-2区 (東 から)

89-3区 (西 から)



PL。 12 男里遺跡89-4・ 5区

,f■ri― |

IⅢltヽ1竜言藤

894区 (東 から)

895区 (西 から)



PL.13 男里遺跡896。 7区

896区 (東 から)

鞠
鶴

897区 (西 から)
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PL.14 男里遺跡898・ 9区

898区 (南 から)

899区 (耳 しから)



PL.15 男里追跡8910区

‰
的

上層



PL。 16 男里遺跡88-17区

東半部 (西 から)

一懇

西半部 (東 から)



PL.17 男里遺跡8816・ 18区

8816区 (東 から)

＼

域

8818区 (東 から)



PL.18 幡代遺跡891・ 2区

、子.Ⅷ驚ミ ご
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891区 (南 から)

.,■ irriぽ

892区 (南 から)



観 |

PL.19 岡中遺跡891。 2区

891区 (西 から)
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PL.20 岡中遺跡883区・北野遺跡891区

OK88 3区 (南 から)

KT89 1区 (西 から)



PL。 21 岡田遺跡89-1・ 2区

89-1区 (西 から)

89-2区 (南 から)



PL.22 海会寺跡891区 ・え田遺跡891区

KA189 1区 (西 から)

US89 1区 (南 から)



PL.23 仏性寺跡調査区①

第 2ト レンチ (東 から)第 1ト レンチ (東 から)

第 3ト レンチ (東 から) 第 4ト レンチ (西 から)



PL.24 仏性寺跡調査区②

第 5ト レンチ (東 から) 第 6ト レンチ (東 から)

第 7ト レンチ (東 から) 第 8ト レンチ (東 から)



PL.25 男里遺跡・岡中追跡出上の遺物

綴
ぅ



PL.26 岡中遺跡89-2区出土の軒瓦・丸瓦

tl



PL.27 岡中遺跡892区出土の平瓦①



PL。 28 岡中遺跡892区出土の平瓦②

攘
■||
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PL。 29 仏性寺跡出上の土器
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